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＜連絡事項＞
・心理検査実施の連絡
10/6(月)14:00～
・庭野　良広様　JART,FAB
・曽我　正子様　MMSE,HDS-R,CDT
Dユニット個室を使用予定。ご協力よろしくお願いいたします。
　　
＜入室状況＞
【転出】
・風張　久美子様～東B1　→　西B26

＜患者様連絡事項＞
・中村　雅子様～本日、スワンクリニックへ代理受診（次女様）。56日分（11/29まで）持参あり、継続服用許可となる。
　　　　　　　　
＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察指示あり。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。
[bookmark: _GoBack]
・藤井　崇史様～終日隔離中。対面時は不穏興奮無く被害妄想的訴えなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分ムラあり。自傷行為等の問題行動はなく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・下浅　光敬様～終日隔離中。10時から16時の開放観察指示あり。開放中多弁多動だが他者トラブルなし。思考がまとまらない様子みられるが粗暴行為なく経過。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～R7.8.4より終日隔離継続中。対面時の不穏さや易怒性、被害的な発言などは聞かれず経過し、夜間の睡眠も良好。周囲の騒音やスタッフの対応の遅さに対し、苛々を訴え、時に壁叩きをする事が見られている。

・斎藤　恒男様～R7.9.26、職員2名付き添いし、DATスキャン実施の為、八戸赤十字病院へ受診する。帰院後、金銭を返却しない等、一時興奮する事があったが、以降、不穏興奮なく他者トラブルなく経過している。引き続き、関係機関と連携し、措置解除に向け関わっていく。

・三浦　華菜様～R7.9.29、母様からの手紙を読み、不穏興奮著明となり、一時的にAユニットへ移動。通信制限開始となっている。また、本人へのかかわりはなるべく避けて頂く事を母親へ説明済。本人が入所するグループホームは母様が関われないような遠方の施設を検討していく事となっている。引き続き、関係機関と連携し、措置解除に向け関わっていく。

